
―開校記念日 校舎の歴史― 

                      校長 金子 宜史
た か し

 

６月の後半は、ダブル台風や地震が続き心配されました。そのような中でも、雨上がり

の学校の樹木を眺めると、緑は鮮やかさを一層増し季節の移ろいを感じられました。間も
なく梅雨明けとなり、青空が濃く深い季節となります。暑さも厳しくなってまいりますの
で、保護者・地域の皆様におかれましても、どうぞご自愛ください。 
過日行われた「学校総合体育大会」、運動部の３年生にとっては最後の大会となります

が、そのさいたま市の大会が終了しました。大会では、生徒たちが最後まで諦めずに競技
へ取り組む姿や、仲間を懸命に応援する姿が見ることができました。流した涙には、これ
までの努力と仲間や支えてくれた方々への感謝の思いが詰まっていました。県大会へ進出
する陸上、ソフトテニス、新体操、水泳、硬式テニスの選手の皆さんには、これまでの成
果を存分に発揮し、精一杯の力で試合に臨んでほしいと願っています。また、文化部の生
徒たちも、今後コンクールや展覧会などが控えております。こちらの活躍にも大いに期待

しています。 
さて、今年度、岩槻中学校は開校８０周年を迎えました。９月には、これまでの「若木

祭」に８０周年を記念するプログラムを加え、生徒が主体となって運営する「８０周年記
念若木祭」を実施いたします。節目の年にふさわしい思い出深い行事となるよう準備を進
めてまいります。第２弾の企画もあるようですので乞うご期待です。 
７月１日は開校記念日です。今回の学校だよりでは、卒業生 24,698 人を温かく見守っ

てきた「校舎の歴史」に係る写真を掲載しました。来年度から校舎のリフレッシュ工事が始
まり、まず来年度は「南校舎」が解体され、新たに南校舎を建替える計画です。その後、 
中校舎を解体し、武道場が増築されます。この工事すべての完成は、令和１５年を 
予定しています。伝統と歴史ある岩槻中学校の校舎をご覧ください。 
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「岩槻小学校にての仮校舎時代」 
昭和２１年度高等科１年生 
（岩槻小正面玄関前にて） 

昭和２３年７月 
校舎新築落成 第１校舎 第２校舎 
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昭和５２年４月 
昇降口を構えて新校舎完成 

現在の北校舎 

「新築中の第３、第４校舎」 
昭和２５年１月落成（木造２階建て） 
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